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第9次野尻湖発掘で得られたナウマンゾウの

雌の切歯化石

島弘幸＊・野尻湖哺乳類グループ.*＊三

3．記載

Order Proboscidea llliger, 1881

Family Elephantidae Gray, 1821

Subfamily Elephantinae Gill, 1872

Genus mmgoﾉひxajb〃 Matsumoto, 1924

Rzﾙzeo/b加伽邦7zzzz"""" (Makiyama), 1924

図1A-C

標本番号;9NIC11-17

産地：長野県上水内郡信濃町立が鼻，野尻湖湖底

（グリッド番号84-I-C-11)

層準；中部野尻湖層II

部位：左切歯

1° はじめに

長野県上水内郡信濃町野尻，立が鼻の野尻湖底では，

1962年以来発掘が続けられ, 1990年には第11次発掘が

行われた。ここでは多くの専門分野の調査が総合的に

行われている。第8次発掘までに発掘された化石のう

ち，ナウマンゾウの切歯化石の形態的記載については，

Kamei andTaruno(1973),古脊椎動物グループ

(1975)，野尻湖哺乳類グループ（1980；1984）などで

報告されている。ここに報告する標本は第9次野尻湖

発掘で発見された切歯化石である（野尻湖哺乳類グル

ープ, 1987)。第9次発掘は1984年3月25日から4月3

日まで行われた。

従来，ナウマンゾウの切歯化石ではあまり明確に雌

雄差が同定できていなかった。しかし，現生のゾウで

は切歯の雌雄差がかなり明確に区別されている（砂本、

1932;Laws, 1966)。野尻湖産のナウマンゾウの．切歯

化石の中では雄の切歯化石(8NG22-13)が報告され

ている(野尻湖哺乳類グループ， 1984)。ここでは第9

次に発見された切歯化石(9NIC11-17)を記載し，現

生のゾウの切歯の性差の特徴をもとにナウマンゾウ

馳彪“ﾉ“ひ伽？”2"""α泥泥2 (Makiyama)の性差の検討

を加えた。その結果，本標本がナウマンゾウの雌の左

切歯と同定された。

本標本は不完全なもので，基部（歯根側）が欠損し，

尖端のみが残存している(図1)。尖端の背腹径は20

mmである。基部には歯髄腔が観察される。歯髄腔の

背腹径は41mmであり，横径は33mmである。歯髄腔

は発達せず，尖端側まで歯髄腔は深く及んでいない。

切歯の横断面の輪郭は卵円形である。切歯の表面の色

は褐色を呈しており，表面にはスコリアが付着してい

る｡尖端から200mmまでは切歯の外表面が剥離してい

る。200mmより基部方向に向かって，内側面の表面は

よく保存されているが，外側面の表面は欠損しており，

内部の象牙質が露出している。側面から見ると，基部

側から尖端にかけて腹側にごくゆるく湾曲している。

切歯のねじれは少なく，直線的である。背側面から見

ると，尖端側1/2で外側にゆるく凸湾している。外側基

部の破断面を見ると,成長線が約2mm間隔に認められ

る。本標本の計測結果は表1に示す。

2．計測方法

計測方法は犬塚(1977)に従い，先端から一定の間隔

(100mm)をおいた各点で横径とそれに直交する径(背

腹径）を計測した。計測値の図示は縦軸に直径，横軸

に切歯の尖端からの距離を一定の比率で取り，各点を

結び、両対数グラフを用いて，雌雄差の同定を試みた。
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図1 Rz"20j"ひ伽"""Z""α""i (Makiyama)左切歯

A:外側面, B:内側面, C:背側面
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表1切歯の計測値（単位mm) とされている(Sikes, 1967 ; 1971)。川口(1983)に

よると,E""tzs"?f""zzsでも同様であり, 9歳～13

歳で妊娠可能であるとしている。犬塚・沢村（1985)，

さらに井尻･犬塚(1989)は,Rz"20jb加伽犯刀α""z"z"

の浜町標本(日本橋ナウマン研究グループ,1981 ：東京

都中央区日本橋浜町産)は雌の個体であり,その切歯は

長さが約88cmで,臼歯の咬耗から，成獣の個体として

いる。

本標本は長さが60cm以上であり，幼獣や若獣では

なく性的成獣に達した成獣で，少なくとも20歳以上と

判断される。

2）成長線の周期について

哺乳類の歯の組織に成長線が存在し，それをもとに

年齢査定を行う方法は以前より用いられている。これ

は主にセメント質や象牙質などの組織を観察対象とし

ている(KlevezalandKleinenberg, 1969 ;大泰司，

1977 ;Ohtaishi, 1978:Wadagjal.,1978 ;高橋・小

野, 1989)。また大隅(1963)は，マッコウクジラ･オッ

トセイ・イルカ類などの歯の象牙質の成長線が1年に

1本形成されると報告している。粕谷(1983a)も，マゴ

ンドウなどの歯鯨では年周期の成長線が観察されると

している。

鯨の歯や長鼻類の切歯の場合は，ほとんど生涯を通

じて成長しつづけており，象牙質の成長もほぼ一定し

ていると考えられる。Laws(1966)は, La""泥如

”’αZ""の臼歯の歯根部の象牙質に年周期の成長線を

報告している。長鼻類の切歯は表面を覆うセメント質

のほかは象牙質からなる(Lumsden,1981)が，そこに

見られる同心円状の成長線(Sikes, 1971)は臼歯と同

様に年周期のものと推定される。ただし，粕谷（1983

b)はヅチクジラの象牙質には，顕微鏡のレベルで年周

期の成長線と月周期の成長線が認められることを示唆

しており， したがって，長鼻類の切歯の象牙質でも今

後さらに詳細に検討しなければならない。しかし，現

在のところでは，肉眼レベルで認められる長鼻類切歯

の成長線(約2～5mm間隔の周期)はほぼ年周期のも

のと考えられる。

3）切歯の性差

長鼻類の切歯には形態的な雌雄差があって，雄の切

歯は太く長く，雌の切歯は細く短いという特徴がある

とされている(Osborn, 1942 i犬塚, 1977iSikes,

1971)。またLaws (1966)は, 145頭のLoxodO""

"""泥αの切歯の重さを測定し，その重さに雌雄差が

あることを報告している。それによると，雌の切歯は

重さが緩やかに増して，その成長カーブがほぼ直線的

で, 50歳以上で約17.7kgであるとしている。一方，雄

の切歯は年齢とともに急激にその重さが増加しており，

生涯を通じて成長し， 60±5歳で109kgに達すると報

背腹径計測 ‘尚 憧陸

I()(） 12＋ 10十

46 29十200

52300 4()＋

55 ;7十10(）

50(） 54 34＋

600 38十』9十

弧長 上 Ini 620+

下 IRI 610+

側 IKi 600+

612十直腿

＋：破損のために実際より小さい値

3．比較および考察

1）部位と年齢

野尻湖からはナウマンゾウ以外の長鼻類化石は報告

されていない。さらに，切歯における形態的特徴と計

測値は，ナウマンゾウの切歯(亀井,1967；野尻湖哺乳

類グループ,1987)と矛盾せず,この標本を彫"2omxO-

zib72 7"z""α"" (Makiyama) と同定し，基部から

の曲がり方から左切歯と判定した。

キャリントン(1971)は, LoxpdO7z奴〃流““の乳切

歯は長さが5cm以上にならず，生後1～2年で脱落し

て，永久歯の切歯と交換するとしている。Laws(1966)

は，切歯の長さが約3歳で2.5cm,約7歳で155cmで

あると報告している。またElderandRodgers(1968)

は，切歯の長さは年齢とともに増加し，切歯の長さと

年齢の関係はほぼ直線的な関係であると報告している。

彼らのデータによると，雄の切歯では10歳で約38cm

となり，20歳で約70cmになる。雌の切歯では10歳で約

30cmであり, 20歳で約50cmになるとしている。ま

た,L"ひ伽"〃""""では10歳で性的成熟に達する
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告している。砂本（1932）はLoro"b""""""αの切

歯の性差を記述し，雄と雌の切歯は歯髄腔の発達状態

と歯髄腔の深さで識別できると述べている。雄では，

歯髄腔は全体の長さの半分あるいは3/4にもおよび,歯

髄腔の長さは長い。雌では，歯髄腔の長さは短い。ま

た，雄の切歯はその基部から尖端にかけて徐々に細く

なり， ･切歯の長さは2.4mにも達する。雌の切歯は全体

を通じてほぼ同一の直径を有し，その尖端にきて急に

細くなる。雌の切歯の長さは短く, 1.5mである。

Eltringham(1982)は，雄では歯髄腔がよく発達し，口

唇線(lipline)まで広がっているが，雌では年齢ととも

に歯髄腔は縮小し， まれには歯髄腔がなくなると述べ

ている。また，雄の切歯はずんぐりしており，切歯の

長さに比例してその円周の長さが長く，かなり重いと

記載している。犬塚・沢村（1985）はfb"20ぬ加伽〃

"α況沈α邦加の浜町標本を頭蓋の形態から成獣の雌と規

定し，犬塚(1977)はその標本の切歯の直径が約60mm

であると報告している。野尻湖哺乳類グループ(1984）

は，野尻湖産のRz"20ﾉひ"ひ伽邦〃α況沈α"〃の切歯標本

のうち,標本番号5NIE5-1を雌の切歯とし,雄の切歯(8

NG22-13)に比較して直線的な形態であり，その最大

直径は60mmであると記載している。

長鼻類の切歯に見られる前述の性差の特徴にもとづ

き，本標本の性別を検討した。本標本の切歯の直径は

細く，湾曲も少なく，直線的である。直径では，最大

でも60mm前後である｡尖端から200mmの部分までは

太くなるが，それ以後は急激に太くならない。歯髄腔

の発達は良くなく，残存している歯髄腔の長さは短い。

犬塚(1977)が，文献から計測をおこなったRz"20ﾉ砥－

0伽〃α"胸"Z"の雌雄の切歯の計測値と,RzAz90/｡"‐

0伽泥泥"""α泥漉の本標本ならびに野尻湖産の8NG22

-13の計測値(野尻湖哺乳類グループ,1984)を合わせて

表示すると，図2のようになる。この図から，本標本

はRz"20/oxo伽犯α邦"9Z"鱈の雌の切歯の太さの傾向と

類似する。切歯の形態，大きさならびに尖端の太さの

傾向から,Rzjtzgolt)xo"泥泥α"”"2"の雌の切歯に同

定される。
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abstract

Afossil femaletuskofRz"20ﾉ”Ddb”〃α""”""z

(Makiyama) fromtheNojiri-koFormationfound

atthe9thNojiri-koExcavation

HiroyukiMishimaandFossilMammalResearch

GroupforNokiri-koExcavation

In the incisors ofRzhzgo〃"db泥泥α"〃α""

(Makiyama) fromtheNojiri-koFormation, the

authorsmeasured thewellpreserved incisor

(9NIG11-17)anddescribedthecharacteristics.The

specimenwasdiscoveredduringthe9thNojiri-ko

excavation.Fromthecomparisonbetweenliving

elephants and fossil elephants (RzItze0Joxodb7z

α邦ノヵ""s),thespecimenwaspresumedtobelongto

afemale.
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